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① PCと C-DiGit本体を LANケーブルで接続してください（PCの USBポートに接続する場合

は USB-LANアダプターを使用してください）。 

② PCと C-DiGit本体の電源を入れてください。C-DiGit本体の電源ボタンは装置の背面にあり

ます。 

 

③ ソフトウェアを起動します。デスクトップの       アイコンをダブルクリックして、Image 

Studioソフトウェアを起動してください。 

 

④ Work Areaを選択して「OK」ボタンを押してください。

Work Areaは取得したデータの保存先です。新しい

Work Areaを作成するには下記の操作を行ってくださ

い。 

 

 

 

新しいWork Areaの作成方法 

１． 「Create New」を押してください。 

２． Work Areaの名前（Name）を入力し、作

成先フォルダ―（Path）を「Browse」から

選んでください。 

３． 「Save」を押してください。 

 

⑤ ソフトウェア画面左上の Statusが「Ready」で、C-DiGit本体前面に緑色のランニングマン

が点灯したら装置と PCのコネクションができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置とソフトウェアの起動 １ 
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① メンブレンを基質とインキュベーションした後に、メンブレンのおもて（タンパク質がブロ

ットされている面）を下にしてスキャニングエリアに置いてください。このとき、メンブレ

ンのトップ（ウェルがあった方）をスキャン面の奥にします。メンブレンを置いたら装置の

蓋を閉じてください。 

➢ 基質は室温に戻してからお使いください。 

➢ 感度を求める場合には下記の基質をおすすめします。 

⚫ Thermo Fischer Scientific社「SuperSignal® West Femto」 

⚫ LI-COR社「WesternSure® PREMIUM (製品番号 926-95000)」 

⚫ 和光純薬社「ImmunoStar® LD」 

➢ インキュベーション時間は使用する基質により異なります。ImmunoStar® LDは 2分がおすすめ

です。 

➢ インキュベーション容器（タッパーウェア）の中で反応させる方法が最もおすすめです。 

➢ このあとでメンブレンをスキャンしますが、その間にメンブレンが乾かないようにすることが大

切です。そのためには、メンブレンの上に透明シート（クリアフォルダを切ったもの）をかぶせ

てからスキャンを始めてください。 

➢ 下記の方法もおすすめです。 

１． C-DiGitのスキャニングエリアにピペットで 0.1 ml/cm2以上（7x4 cmのブロットで 3 

ml以上）の基質溶液を直接垂らします。 

２． その上に、おもて（ブロット面）を下にして、気泡が入らないように注意しながらメンブ

レンを置き、インキュベーションを行ないます。 

３． インキュベーションが終わったら、透明シート（クリアフォルダを切ったもの）をブロッ

トの上にかぶせ、キムワイプ等で余剰の基質を取り除いたのちにスキャンを開始します。 

 

② ソフトウェア画面の「Acquire」タブで Sensitivity（High ⇒ 高感度 12分スキャン；

Standard ⇒ 標準感度 6分スキャン）を選択し、「Start」ボタンを押してください。 

スキャン中は装置全面のランニングマン（緑色）が点滅します。 

 

 

 

 

 

 

 

次のメンブレンをスキャンするときには、スキャニング面を純水とキムワイプで清掃してください。最

後にキムワイプで拭きます。ひどいときはメタノールで汚れを落とした後に純水で拭いてください。ア

セトンは使用しないでください。 

画像の取得 ２ 
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① 画像取得後、Choose Display画面が表示されます。6つの画像の中から最良と思われる画像

をクリックして選択してください（これらの画像は露光時間を変えたものではなく同じ Raw 

Imageの Contrastと Brightnessを調整したものです。定量は Raw Image上で行われます

ので Contrastと Brightnessの違いにより定量値が変わる心配はございません）。また、こ

の機能を停止したい場合は、Choose Display画面下のチェックボックス（▢）の✓を外して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Adjust Display画面が表示され、必要に応じてさらに画像表示の調整ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左下の Signal、Background、Midtone ボタンを押すと、それぞれコントラストとヒストグ

ラムのそれぞれの最大輝度点、最小輝度点、中間輝度点を調整した際の画像が表示されます

（次ページ参照）。Brighterボタンを押すと画像が明るくなり、Dimmerボタンを押すと画

像が暗くなります。Signal、Background、Midtone ボタンのいずれかを選択してから、こ

の Brighter あるいは Dimmer ボタンを使って目的のバンドが見やすい画像を選択します。

この操作を Signal、Background、Midtone ボタンそれぞれについて行います。最後に

Doneボタンを押します。 

画像の調整 ３ 
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ヒストグラムを確認し、任意の明るさ・コントラストに調整することも可能です。

「Curves」をクリックすると、ヒストグラムが表示されます。最大輝度点・中間輝度点・最

小輝度点それぞれの●をドラックして調整してください。また、ヒストグラム全体を表示さ

せたい時は、ヒストグラム下の  をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント ①！！ 

必要な部分のみ画面を切り抜くことができます。 

始めに、ソフトウェア画面下部の「Images」タブをクリックし、

表示される画像一覧から画像を選択します。 

➢ 選択された画像は青くハイライトされます。 

➢ 画像をすべて選択する場合は、Shiftキーを使用して選択します。 

➢ 特定の複数画像を選択する場合は、Ctrlキーを使用して選択します。 

次に、ソフトウェア画面上部の Imageタブの Createグループから「Crop」を選択します。 

破線の枠が表示されます。枠の中央の ▢ にマウス

のカーソルを合わせてドラックすると枠全体を移

動することができます。また、同様にして、枠の

四隅にある ▢ にカーソルを合わせてからドラック

すると、枠の大きさを調整することができます。

これらを使用して、希望の大きさを指定してくだ

さい。 

 

 

中間輝度点 

最小輝度点 

最大輝度点 
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指定が終わったら、画面右上に表示される Crop to New Imageの OKボタンを押してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

OKボタンを押すと、ソフトウェア画面下の「Images」タブの画像一覧に切り抜き後の画像

が加わります。切り抜き後の画像は、切り抜き前の画像とは別の画像として保存されます。 

 

 

ワンポイント ② ！！ 

複数の画像の明るさ・コントラストを統一することができます。 

この機能は、複数のメンブレン間のバンドを画面上で比較する際に便利です。 

始めに、ソフトウェア画面下部の「Images」タブをクリックし、

表示される画像一覧から、該当する画像を選択します。 

➢ 選択された画像は青くハイライトされます。 

➢ 画像をすべて選択する場合は、Shiftキーを使用して選択します。 

➢ 特定の複数画像を選択する場合は、Ctrlキーを使用して選択します。 

次に、Filterタブのドロップダウンメニューから「Selection」を

選択します。 

 

続けて、ソフトウェア画面上部の View Modeグループの右のアイ

コンをクリックし、ドロップダウンメニューから画面に並べて表示 

する画像数を選択します。 
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最後に、「Display」タブの「Link」をクリッ

クすると、選択したすべての画像について明

るさ・コントラストの調整を統一させること

ができます。 

 

この状態で、「Brightness/Contrast」のスライダーバーあるいは「Curves」をクリックし

表示されるヒストグラムを使用し、適切な明るさ・コントラストに調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整が終了したら、Filterボタンのドロップダウンメニュー

から「Clear Selection」を選択してください。画像一覧の

情報を元に戻すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント ➂！！ 

同じ画像のコピーを作成することができます。 

この機能は、撮影画像と編集を加えた画像を別々に保存する際に便利です。 

始めにソフトウェア画面下部の「Images」タブをクリックし、表

示される画像一覧から、該当する画像を選択します。 

➢ 選択された画像は青くハイライトされます。 

➢ 画像をすべて選択する場合は、Shiftキーを使用して選択します。 

➢ 特定の複数画像を選択する場合は、Ctrlキーを使用して選択します。 
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次に、画面上の「Image」タブの Createグループから「Duplicate」を選択します。 

 

 

 

 

Duplicate Image画面が別に立ち上がります。Duplicate Image画面の OKボタンを押して

ください。 

OKボタンを押すと、画面下の「Images」タブの画像一覧に複製画像が加わります。複製画

像には、Image Modification欄に Duplicate＋Image IDが表記されるため、あとから、複

製画像かどうか確認することができます。 
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① シグナルの数値化、画像解析を行うには「Analysis」タブを選んでください。 

 

 

 

 

 

② 画像を見やすくするために、ソフトウェア画面上の虫眼鏡マーク        を使用して、拡

大・縮小してください。 

③ 「Add Rectangle」をクリックし、定量したいバ

ンドの真ん中をクリックしてください。シグナル

強度を算出するための長方形シェイプが自動的に

作成されます。 

 

 

➢ 複数のシェイプを作る場合（つまり複数のバンドを定量する場合）、シェイプを作った順に ID番

号が自動的に割り振られます。シェイプを作る順番に気を付けてください。 

➢ 長方形シェイプの大きさを統一したい時は、まず始めに、一番濃いバンド上で「Add Rectangle 

」をクリックします。次に、「Add Selection」をクリックしてから、次のバンドの真ん中をクリ

ックします。これを全てのバンドに対して行ってください。あるいは、「Add Rectangle」で一

番濃いバンドを指定したのち、右クリックし、表示されたドロップダウンメニューから「Copy」

を選択します。再度右クリックし、表示されたドロップダウンメニューから「Paste」を選択する

ことで、同じようにシェイプを複製できます。どちらの方法で実施した場合でも、シェイプの位置

の微調整は行ってください（p.3参照のこと）。 

 

 

 

④ 「Select」ボタンをクリックしてからそれぞれのシェイプを選択すると、シェイプのサイズ

や位置を微調整することができます。 

➢ シェイプの位置を調整するには十字矢印マークが

表示された状態でシェイプをマウスでドラッグし

て動かしてください。 

 

 

➢ シェイプのサイズを調整するにはシェイプの 4

角あるいは 4辺にマウスを置いて↔をマウスで

ドラッグしてください。 

 

バンドの定量 ４ 
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➢ ソフトウェア画面右の LUTで Profileを表示させながらサイ

ズ調整を行うと、シグナル範囲をより正確に決定できます。 

 

 

 

 

 

 

⑤ バックグラウンド補正の方法を設定するには、「Background」

グループの一番左のアイコンをクリックし、ドロップダウンメニ

ューから選択してください。通常は「Median」（中央値）を選び

ます。 

➢ User-Definedを選ぶことで、自分で囲った Shapeをバックグラウ

ンドとして指定することも可能です。バックグラウンド設定方法の

選択にあたっては、Image Studio™ Software Background 

Subtraction Guideの p.9～12「Choosing a Background 

Method」を一度お読みください。 

⑥ Segmentを選んでください。それぞれの意味は下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

Border Widthを選んでください。Border Widthは数値が大きいほどバックグラウンドとし

て認識するピクセル範囲が広くなります。通常は「3」にします。 

 

 

 

 

 

Segmentと Border Widthは、バックグラウンドの枠が左右上下のバンドにかからないよう

に設定するのがコツです。設定が終わったら「Save」ボタンを押してください。 

上下左右 4辺のピクセ

ル強度をバックグラウ

ンドとします。 

上下 2辺のピクセル強

度をバックグラウンド

とします。 

左右 2辺のピクセル強

度をバックグラウンド

とします。 

All Top / Bottom Right / Left 

Border Width = 1 Border Width = 3 Border Width = 5 

https://www.licor.com/documents/ad8b9e19wl7cq7b1opiulynxkadlvjm6
https://www.licor.com/documents/ad8b9e19wl7cq7b1opiulynxkadlvjm6
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【画像をエクスポートする】 

画面左下の「Images」タブをクリックし、一覧からエク

スポートする画像を選択してください。 

 

次に、ソフトウェア画面左上の Image Studioのアイコンをクリックしてください。

[Export] – [Image for Digital Media] を選択すると、プレゼンテーションなどデジタル用

途に適した解像度と形式で画像を保存できます。[Export] –「Image for Print」を選択する

と、論文投稿など印刷に適した解像度と形式で画像を保存できます。 

[Export] – [Additional Options] で、それ以外の

画像保存方法を選択できます。 

● Current Single Image View： 

解像度、画像形式などをカスタムで設定し

ます。 

● Selected Images as Separate Files： 

複数選択した画像をそれぞれ別ファイルと

して保存します 

● Color Bar： 

カラーバーを保存します。 

● Image Gallery as Single Image File： 

Imagesタブにあるすべての画像を 1つの

画像ファイルとして保存します（タイル状

の画像になります）。 

● Movies： 

Imagesタブにあるすべての画像をムービ

ーファイルとして保存します（スライドシ

ョーになります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データのエクスポート ５ 
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【数値データをエクスポートする】 

数値データをエクスポートするには、画面左下の「Shapes」タブを選び、「Report」ボタン

を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Save As」を選び、ファイル名を入力して保存場所を指定してから「Save」を押してくだ

さい。「Launch Spreadsheet」を選ぶとエクセルが直接開きます。「Signal」の列がバック

グラウンド補正後のバンド強度です。 

 

 

【別の Image Studio ソフトウェアで解析するためにエクスポートする】 

画像を別の Image Studioソフトウェアで解析するには、「Images」タブで 1つあるいは複

数の画像選び、[Export] – [Image Studio Files] – [Zip Files] を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ PCの Image Studioソフトウェアの別のWork Areaで解析を行う場合は、[Export] – 

[Image Studio Files] – [To Another Work Area] を選んでください。 
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① レポートの作成は、「Lab Book」タブからできます。Layoutグループで「Shapes Lab 

Book」を選択し、PDFグループで「Save」をクリックします。保存先を決めて「Save」ボ

タンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ レポートのフォーマットを変更するには Layoutグループで「Edit」を押してください。 

➢ レポートを印刷するには PDFグループで「Print Preview」を押してください。「Page Setup」

で用紙や余白の設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

画面上の  マークをクリックすると、さらに詳細な取扱説明書（英語表記）をご確認いただけ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポートを作成する ６ 

その他 ７ 
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化学発光ウェスタンブロットのヒントとコツは下記のリンク資料をご参照ください（英語で

す）。 

⚫ Good Westerns Gone Bad — Maximizing Chemiluminescent Sensitivity 

⚫ Optimizing Chemiluminescent Western Blots 

 

 

バックグランドの設定方法のヒントとコツは下記のリンク資料をご参照ください（英語です）。 

⚫ Image Studio™ Software Background Subtraction Guide 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Technical Notes へのリンク 8 

https://www.licor.com/documents/ijil19pplp2h17i18qtw
https://www.licor.com/documents/immlrx463obh2unrqo11
https://www.licor.com/documents/ad8b9e19wl7cq7b1opiulynxkadlvjm6
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ビデオで使い方を学ぶことができます。下記のリンクをご覧ください（言語は英語です）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレーニングビデオへのリンク 9 
 

Image Studio 5.x: Installation Requirements (C-Digit) 

Image Studio 5x: Install Image Studio 5.x on a Mac system (C-Digit) 

Image Studio 5x: Install Image Studio 5.x on a Windows system (C-
Digit) 
 

Image Studio 5.x: Create a Work Area (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Acquire an Image (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Choosing and Adjusting an Acquired Image (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Quantify Bands, Add Shapes (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Set Background Method (C-Digit) 

Introducing Image Studio 5.x (C-Digit) 

https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-installation-requirements
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-installation-on-mac-system
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-installation-on-windows-system
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-installation-on-windows-system
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-create-work-area
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-acquire-an-image
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-choose-and-adjust-an-image
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-quantify-data
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-change-background-settings
https://www.licor.com/bio/webinars/introduction-to-image-studio-5.x-for-cdigit-blot-scanner
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Image Studio 5.x: Adjust Image Appearance (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Annotate Image (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Export Data (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Print Lab Reports (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Import Image from Other Sources (C-Digit) 

Image Studio 5.x: Western Key (C-Digit) 

https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-adjust-image-appearance
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-annotate-images
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-export-data
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-print-lab-reports
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-for-cdigit-import-images
https://www.licor.com/bio/webinars/image-studio-5.x-western-analysis-ribbon

